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北海道中央部,大 雪山系 におけるオオル リの個体数調査

ひが し大雪博物 館友の会オオル リ調査 グループ1)

CensusofBlue-and-whiteflycatcherOσ ηqρ"10の20ηoη2θro刀oの20ηo加 θmη αin

Taisetsu(Daisetsu)Mountains,centralHokkaido

Blue-and-whiteflycatcherresearchgroupofHigashiTaisetsuNaturalistClub1)

は じ め に

短期間に開発の進んだ北海道では,伐 採により

森林の縮小,分 断化が急激に起 こり,森 林の質 も

大きく変化 した.こ のような森林の変化は森林性

鳥類にさまざまな影響を与えていると考えられる.

また世界的には熱帯雨林の消失が深刻な問題となっ

ている.北 海道の森林に生息する鳥類のなかには

熱帯の森林で越冬する種も少なくない.鳥 類にとっ

て生息環境の劣化は個体数の減少をもた らすとの

観点から,北 海道 と熱帯の森林を生息地とするオ

オル リq脚(膨 ぬ(脚 ηo耀7・η・(脚η・膨7・ηoにっ

いて,繁 殖期の個体数を長期に渡りモニタリング

することに した.本 稿では2001年 から2004年 まで

の調査により得 られた結果にっいて報告する.

オオル リ(二c.ρ γαηo〃2εrαηαは日本列島 と朝鮮

半島の森林で夏鳥として繁殖 し,東 南アジアの森林

で越冬する(日 本鳥学会2000,Smythies1986).

この地域へは5月 上旬に渡来 し,針 広混交林帯に

生息する(川 辺2003).本 種は主に崖の窪みを営

巣場所とする(清 棲1978).こ のため繁殖適地が

河川沿いなどに限定されている.こ れは個体数を

把握するうえで有利な条件となっている.な お,

本文の執筆は川辺百樹が,英 文の作成は斎藤潤が

担当 した.

調 査 地

調査は音更川上流域の不二川渓谷で行なわれた

1)ひ が し大 雪 博 物 館080-1403北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 字 糠 平

Kamishihoro-cho,Hokkaido,080-1403,Japan

(図1).不 二 川渓谷 には新第三紀に噴出 したプロピ

ライ ト(900～500万 年 前)と 不二川溶岩(500～170

万 年 前)が 分布 している(山 岸 ・松波1976,広 瀬

1999).こ れ らの火山岩類が不二川 によ って浸食 さ

れて渓谷 となり,露 頭 も各所 にある.こ の一帯 はエ

ソマツ」P'cθαノεzoεη3な・トドマツ、4玩ε∫∫αc勿1'ηεη8'3

な どの針葉樹 とカッラCθrc翅 ρ勿11"〃2/gρoη'c"〃2・

ミズナ ラ9〃 θzc〃3〃20ηgo1'covar.gzo∬ θ5ε〃o1α な

どの落葉広葉樹か らなる針広混交林 におおわれて

いる.急 傾斜地で あるため,強 度 の伐採 は行 なわ

れて いない.針 葉樹の大径木 は択伐 され たが,広

葉樹の大径木 は残 ってお り,こ の地域で は比較的

良好 な森林が保存 されて いる.

方 法

調査 は不二川林道を使 って行 なった.旧 国道の

不二 川橋梁のた もとを基点 と し,歩 行速度 にと ら

われず,1150mあ る いは1330m奥 まで移動す るこ

とを基本 と した.姿 の発見 に努め,出 現地点の特

定 を行 な った.こ の際,近 くに出現 した個体 が同

一 でない ことを確認 す るため
,調 査者 が分かれて

同時に 目撃 す るよ うに した.2002年 に は5っ の グ

ループに分 かれ,各 なわば りで観察 を行 な った .
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図1.調 査 位 置 図(矢 印)

Flgure1.LocatlonofstudyslteincentralHokkaldo(allow)

結 果

年 ごとの本種 の出現地点 を図2に 示す.2001年

と2002年 の 出現地点(主 にソ ングポス ト)に っ い

て同一個体 と判断 した もの を実線で囲んだ.そ の

結果,2001年 に はaか らfま で の6か 所 に,2002

年 に はgか らmま で の7か 所 に雄が生息 していた

とみなされた.た だ し,2001年 のcとdに っいて

は両者 を同時に確認 す ることがで きなか ったが,

空 間的配 置 と両者 間での移動 が観 察 されなか った

ことか ら別々の雄 とみな した.2003年 と2004年 に

っ いて は短時間の調査で あったが,そ れ ぞれ6か

所,5か 所 で雄 の生息が確認 され た.

各地点の出現頻度 につ いてみ ると,2001年 はa・

b・c・d・eで 調査期 間を通 して見 られたのに

対 し,fで は6月15日 に1回 出現 しただ けであ っ

た.2002年 はh・i・j・k・1で 調 査期間を通

して見 られたの に対 し,gとmで は調査期間の後

半 には見 られ なか った(表1).っ ま り安定 的 に

出現 した地点 とそ うで はない地点が あ り,後 者 は

調査 コースの両端で あ った.

2001年 と2002年 の 同一個体 の出現地点 を結 んだ

範囲 は,な わば りに含 まれ ると考 え られ るので,

以 下 なわば りとい うことにす る.2001年 と2002年

の なわば りの配置 はdとkを 除 き重な って いた.

2003年 に はjとkの あいだに出現 した雄 がいたが,

ほか は2002年 の なわ ば りと重 なっていた.2004年

の 出現地点 は2001年 と2002年 の なわば りと重 な っ

ていた.こ のよ うに この調査地 での4年 間のオオ

ル リのなわば り配 置は安定 していた.な お,2001

年6月28,29,30日 にbで 雌雄によ る給餌活動 が

観察 された.



ひがし大雪博物館友の会オオル リ調査グループ:北 海道中央部,大 雪山系におけるオオルリの個体数調査33

図2.大 雪 山 系 不 二 川 渓 谷 に お け る オ オ ル リ雄 の 出 現 地 点

Figure2.Points(mainlysongposts)ofBlue-and-whiteflycatcheroccurredattheFuji

RiverravineinTaisetsuMountains,centralHokkaidofrom2001to2004.

考 察

2001年 か ら2004年 まで に確認 され た雄 の個体数

は,そ れぞれ6,7,6,5個 体 で あ った.た だ

しなわば り保有者の入換 えは無視 して いる.ま た,

2004年 につ いては調査が1日 だけ と少 ないため除

外 し,2001年 か ら2003年 ま での個体数 の変動 にっ

いて検討す る.2002年 が7個 体 と2001年,2003年
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表1.大 雪 山 系 不 二 川 渓 谷 に お け る オ オ ル リ 雄 の 個 体 数

Table1.NumberofmaleBlue-and-whiteflycatcherattheFujiRiverravineinTaisetsu

Mountains,centralHokkaidofrom2001to2004.
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より1個 体多かった.こ れは調査 コース基点付近

での出現の有無によるものであった.こ こでは調査

期間の後半には観察されなかった.ま た調査終点

付近でも2001年 には1回 のみの出現であり,2002年

には調査期間の後半には観察されなか った.っ ま

り調査コースの両端ではなわばりの一部のみが調

査対象となるため生息の実態把握が困難となると

考え られる.そ こで,こ の両端の個体を除いて個

体数をみると,各 年とも5個 体であった.こ のこ

とか ら,こ の調査地では少な くとも2001年 か らの

3年 間にっいては個体数の増減がなかったと判断

できる.

この調査地 における本種の1km当 りの雄の安

定的生息個体数は5個 体であった.こ の調査地は

深い谷地形 となり,ほ ぼ全域に崖が分布するとい

う地形的特性をもっている.し たがって,今 回得

られた生息個体数は営巣場所に制約されない条件

下でのものと考えられる.こ の生息数が多いか少

ないか他の生息地 と比較 しなければならないが,

筆者たちの知る限 り,わ が国でのオオル リの生息

密度に関する調査報告はないようである.し たがっ

てこの調査地のオオル リの生息密度にっいての評

価は今後の他の地域での調査を待たなければなら

ない.

森林性の鳥類の生息数を推定する方法として,

ライントランセク ト法がよ く用いられる.そ こで

オオル リにおけるライントランセク ト法の有効性

について検討する.2002年 に行なった調査のうち,

基点か ら1150mま で時速約2kmで 歩行 し観察を

行なったのは11回 である.11回 の調査の平均観察

個体数は2.1個体であった.こ の年のなわばり数

は7か 所であるから,平 均出現率は29.9%で ある.

また調査コースの両端を除 くと平均観察個体数は

1.7個体で,平 均出現率 は34.5%で ある.こ のよ

うにオオル リは目立つ鳥であるが,出 現率は高 く

ない.し たがって,1回 のライントランセクト法

によってオオル リの個体数を把握することはでき

ない.

この4年 間の調査を踏まえ,最 小の努力量で本

種の個体数の把握が可能 となるモニタリング方法

にっいて検討する.調 査期間を繁殖期全般に設定

すると,定 着個体の繁殖途中での消失や放浪個体

の遅い定着など個体数の変動要因が生 じる可能性

が高まることになる.し たが って,調 査期間を繁

殖期前半の5月20日 か ら31日までに設定する.こ

れまでの調査でなわば りの分散状態が把握されて

いるので,出 現が確認されない地点にっいて集中

的に時間を投入 し定着の有無を確認する.ま た,

調査基点 と終点付近のなわばりにっいては,生 息

実態を把握するうえで困難性を伴うので,モ ニタ

リングの対象から除外する.こ のような方法によ

り,こ の調査地でのオオル リ雄個体数のモニタリ

ングを今後 も継続 していきたいと考えている.
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Summary

WetookthecensusesofBlue-and-whiteflycatcher(}oη ρμ'10(ッoηo〃2θ アoηoatthe

FujiRiverravineintheTaisetsuMountains,centralHokkaidofrom2001to

2004.Thenumberofmalewhichhasstableterritorywasfiveperkilometer .The

arrangementoftheirterritorydidnotremarkablychangethroughtheyears .


